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景色が魅力の観光列車でゆく 
1300キロの旅 〈スウェーデン〉
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ヨーロッパの防寒対策
ポーランド l 外からも中からも準備万端に

ベルギー l 家のエネルギー消費量を調べよう

スペイン l 重ね着や隙間風防止グッズを活用

フランス l 防寒小物と冬の名物料理で温かく

ドイツ l 飲み物やお風呂で体を内側から温める

イタリア l 昔懐かしい寒さ対策が今でも

13 Wine

今月の 1 本
ラス・ウバス・デ・ラ・イラ、
ダニエル・ゴメス・ヒメネス・ランディ

14 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
西洋ハーブと健康

15 Do you know?

ご存じですか？
紅茶の歴史
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掲載記事および広告掲載に関するお問い合わせ

A Concept Limited
Beaufort House, 5 Middlesex Street, London E1 7AA UK
tel: 44 (0)20 7092 9019

l 本誌掲載の記事・写真・イラストの無断転載を禁じます。

l 本誌に掲載されている広告内容に関して、発行者および編集 
者は一切の責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

l  掲載する内容には万全を期しておりますが、取材後の変更等
もございますので、ご利用される場合はご自身でご確認くだ
さい。尚、記事の内容をご利用されて生じた損失やダメージ
に関しては、発行者および編集者は一切の責任を負いません
のであらかじめご了承ください。

欧州日通 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）　49 (0)211 90495 0
ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の日通支店までご連絡ください。

新型コロナウイルス（Covid-19）の影響で、
アトラクションやレストランなどの営業時間、
イベントの開催時期が変更されている場合が
ございます。事前にご確認ください。
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Sweden

景色が魅力の観光列車でゆく
1300キロの旅
スウェーデンの国土は細長いため、夏は日が沈まない白夜の北極圏から、冬でも日中の平均気温がかろう
じて0℃以上を維持する南部まで、天候の変化に富んでおり、自然や文化もさまざま。「インランズバー
ナン（内陸鉄道）」は一部区間だけを満喫したいという方にも、全線を利用して表情豊かな沿線の街の特
徴ある景色や、グルメを楽しみたいという方にもお勧めだ。

Inlandsbanan1

イェレヴァレ

クリスティーネハムン
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マ
イ
ペ
ー
ス
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
移
動
は

鉄
道
な
ら
で
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
内
陸
部
の
街
を
経
由
し
、
国
土
の

ほ
ぼ
中
心
を
南
北
に
走
る
イ
ン
ラ
ン
ズ
バ
ー
ナ
ン
（
内

陸
鉄
道
）。
経
路
は
、
ピ
ー
ン
と
伸
び
た
人
間
の
背
骨

の
よ
う
に
も
見
え
る
。
1
9
3
7
年
に
完
成
し
た
全

線
に
は
ト
ン
ネ
ル
1
カ
所
と
1
9
2
の
橋
が
架
か
る
。

沿
線
エ
リ
ア
に
は
北
と
南
で
趣
を
異
に
す
る
自
然
や
文

化
が
息
づ
き
、
さ
ら
に
は
接
続
す
る
鉄
道
や
バ
ス
路
線

な
ど
を
利
用
し
て
足
を
延
ば
せ
ば
、
よ
り
の
ど
か
な
景

色
が
広
が
っ
て
い
る
。

さ
て
、
旅
の
移
動
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
時
間

が
限
ら
れ
て
お
り
少
し
で
も
早
く
目
的
地
で
、
ゆ
っ
く

り
く
つ
ろ
ぎ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
必
然
的
に
最
速
の
移

動
手
段
を
選
ぶ
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
移
動
自
体
も

旅
の
一
部
と
し
て
楽
し
み
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
鉄
道
で

の
移
動
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

車
な
ら
気
の
向
く
ま
ま
、
疲
れ
を
感
じ
た
ら
カ
フ
ェ

で
フ
ィ
ー
カ
（
休
憩
）
し
た
り
、
目
に
留
ま
っ
た
ロ
ッ

ピ
ス
（
蚤
の
市
）
な
ど
で
お
宝
に
巡
り
合
う
チ
ャ
ン
ス

も
あ
る
。
し
か
し
、
助
手
席
な
ら
道
中
の
景
色
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
、
運
転
手
と
も
な
れ
ば
景
色

を
見
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
、
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

し
、
ま
し
て
や
慣
れ
な
い
道
を
行
く
の
だ
か
ら
緊
張
も

す
れ
ば
、
渋
滞
で
ス
ト
レ
ス
が
急
上
昇
、
な
ん
て
こ
と

に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
点
、
鉄
道
な
ら
運
転
は
プ
ロ
任
せ
の
上
、
線
路

が
道
路
よ
り
も
高
い
位
置
を
走
る
所
で
は
、
景
色
も
遠

く
ま
で
開
け
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
線
路
の
継
ぎ
目
を

通
過
す
る
と
き
に
刻
ま
れ
る
リ
ズ
ム
が
心
地
よ
く
、
座

席
に
身
を
任
せ
て
い
る
う
ち
に
、
気
が
つ
け
ば
半
ば
ま

ど
ろ
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
。
こ
れ
こ
そ
、
ド
ラ
イ
ブ
で

は
体
感
で
き
な
い
至
福
の
時
間
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
場
合
は
広
い
車
内
を
散

歩
し
て
気
を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
大

き
め
の
荷
物
や
自
転
車
な
ど
の
置
き
場
に
余
裕
が
あ
る

こ
と
も
、
鉄
道
移
動
の
メ
リ
ッ
ト
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

メ
イ
ン
は
夏
の
観
光
列
車

途
中
下
車
も
オ
ー
ケ
ー

さ
て
、
こ
の
内
陸
鉄
道
、
通
勤
・
通
学
列
車
な
ど
の

よ
う
に
毎
日
運
行
し
て
い
る
交
通
機
関
と
は
少
々
様
子

が
異
な
っ
て
い
る
。
通
年
で
は
な
く
、
季
節
に
応
じ
て

運
行
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

メ
イ
ン
は
夏
季
（
通
常
は
6
月
中
旬
〜
8
月
末
）
だ

が
、
冬
季
は
北
極
圏
の
街
、
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
で
2
月
に

開
催
さ
れ
る
マ
ル
ク
ナ
ー
ド
（
市
場
）
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
応
じ
て
運
行
期
間
を
設
定
し
、
チ
ケ
ッ
ト
や
ツ

ア
ー
旅
行
を
販
売
す
る
、
観
光
旅
行
を
メ
イ
ン
に
据
え

た
路
線
な
の
だ
。

南
の
起
点
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
番
大
き
い
湖
、

ヴ
ェ
ー
ネ
ル
ン
湖
の
北
東
に
あ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ

ハ
ム
ン
。
北
上
し
な
が
ら
ダ
ー
ラ
ナ
地
方
の
ム
ー
ラ
を

通
り
、エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
を
経
由
し
て
北
極
圏
に
入
り
、

ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
を
経
て
、
終
点
の
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
ま
で

続
い
て
い
る
。
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
や
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
へ

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
道
や
飛
行
機
で
も
移
動
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
沿
線
周
辺
の
バ
ス
も
一
部
は
内
陸

鉄
道
カ
ー
ド
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に

ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ネ
ハ
ム
ン
か
ら
ム
ー
ラ
ま
で
は
別
会
社

（
ト
ー
グ
ア
ー
ベ
ー
）
に
よ
る
運
行
と
な
っ
て
い
る
。

2
0
2
0
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
運
休
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
当
初
の
計
画
で

は
ム
ー
ラ
、
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
、
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
は
毎

日
1
往
復
の
予
定
だ
っ
た
。
ム
ー
ラ
発
エ
ス
テ
ル
ス
ン

ド
行
き
は
14
時
52
分
に
出
発
し
、
目
的
地
に
は
21
時
16

分
着
。
北
の
終
着
駅
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
へ
は
、
エ
ス
テ
ル

ス
ン
ド
を
7
時
30
分
に
出
発
す
る
と
20
時
53
分
に
到
着

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
始
発
か
ら
終
着

駅
ま
で
最
短
で
片
道
丸
2
日
か
か
る
の
だ
。そ
の
た
め
、

例
え
ば
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
で
前
日
の
ん
び
り
観
光
し
、

1
泊
し
て
か
ら
翌
朝
、
北
へ
向
か
っ
て
再
出
発
す
る
と

い
う
行
程
も
一
案
だ
。

列
車
の
座
席
数
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
旅
程
を
決

め
た
ら
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。
あ
ら
か
じ
め
座
席
も
予
約
し
て
お
け
ば
、
あ
る

程
度
の
荷
物
な
ら
足
元
に
キ
ー
プ
す
る
こ
と
も
で
き
て

安
心
だ
。
チ
ケ
ッ
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
電
話
や

E
メ
ー
ル
で
も
予
約
で
き
る
。
料
金
は
大
人
が
同
行
す

る
15
歳
以
下
は
2
人
ま
で
無
料
。
ま
た
16
〜
25
歳
の
学

生
は
25
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
金
受
給
者
は
10
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
引
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
。

自
然
文
化
を
満
喫
す
る

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
ツ
ア
ー
も

こ
こ
で
、
内
陸
鉄
道
が
準
備
す
る
ツ
ア
ー
を
紹
介

し
よ
う
。
乗
車
券
の
み
14
日
間
乗
り
降
り
自
由
の
内

陸
鉄
道
カ
ー
ド
は
、
2
1
9
5
ク
ロ
ー
ナ
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
乗
車
カ
ー
ド
に
最
低
3
泊
（
以
下
宿

泊
は
す
べ
て
ダ
ブ
ル
ル
ー
ム
を
2
人
で
シ
ェ
ア
し
た

場
合
の
金
額
。
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
の
場
合
は
追
加
料

4

3

2
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金
が
必
要
）を
組
み
合
わ
せ
る
と
6
8
5
0
ク
ロ
ー
ナ
、

5
泊
で
7
9
5
0
ク
ロ
ー
ナ
、
7
泊
で
8
9
9
5
ク

ロ
ー
ナ
。
ま
た
、
北
の
街
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
発
、
ム
ー

ラ
着
5
泊
6
日
の
ツ
ア
ー
は
7
9
0
0
ク
ロ
ー
ナ
で
、

イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
や
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ー

ナ
、
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
が
主
な
宿
泊
先
だ
。
こ
れ
ら

の
ツ
ア
ー
は
、
最
長
2
週
間
の
旅
を
目
的
に
応
じ
て

ア
レ
ン
ジ
し
た
い
旅
行
者
が
利
用
し
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
も
、
沿
線
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
熟
知
し

た
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
よ
る
ツ
ア
ー
が
6
つ
ほ
ど
提
案

さ
れ
て
お
り
、
ど
の
コ
ー
ス
に
も
乗
車
券
、
宿
泊
費
、

周
辺
観
光
地
へ
の
移
動
費
や
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
入
場

料
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
も
入
国

す
る
コ
ー
ス
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
内
で
使
う
鉄
道
や

船
の
チ
ケ
ッ
ト
も
含
ま
れ
る
。
い
ず
れ
も
事
前
の
予

約
が
必
要
だ
。

内
陸
の
街
を
訪
ね
歩
く
ツ
ア
ー
「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

内
陸
鉄
道
」
は
、8
泊
1
0
5
0
0
ク
ロ
ー
ナ
。「
ラ
ッ

プ
ラ
ン
ド
の
魅
力
」
ツ
ア
ー
は
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
が

起
点
、
7
泊
で
1
3
4
9
5
ク
ロ
ー
ナ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
ト
ナ
カ
イ
を
遊
牧
し
て
暮
ら

す
サ
ー
ミ
民
族
の
文
化
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
内
陸
鉄
道
で
移
動
を
開
始
す
る
前
に
エ
ス
テ

ル
ス
ン
ド
に
2
泊
、
次
の
宿
泊
地
ア
リ
エ
プ
ロ
ー
グ

で
は
サ
ー
ミ
民
族
の
文
化
と
歴
史
に
触
れ
、
サ
ー
ミ

料
理
に
舌
鼓
。
4
日
目
は
銀
の
博
物
館
を
見
学
後
、

北
極
圏
内
の
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
へ
。
5
日
目
、
ヨ
ッ
ク

モ
ッ
ク
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
山
岳
と
サ
ー
ミ
文
化

の
博
物
館
「
ア
イ
ッ
テ
ー
」
を
訪
問
し
て
、
イ
ェ
レ

ヴ
ァ
レ
泊
。
6
日
目
、
周
辺
の
鉱
山
や
ド
ゥ
ン
ド
レ
ッ

ト
山
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
自
由
散
策
。
7
日
目
は
、

エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
へ
戻
っ
て
1
泊
し
、
翌
日
ツ
ア
ー

終
了
と
な
る
行
程
だ
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
隣
国
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
見
物
も
プ
ラ
ス
さ
れ
た
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な

ツ
ア
ー
は
、
8
泊
で
1
6
7
5
0
ク
ロ
ー
ナ
。
ま
た
、

内
陸
鉄
道
で
の
旅
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
内
の
鉄
道
移
動
を
加

え
た
列
車
満
喫
ツ
ア
ー
は
、
9
泊
で
1
2
9
9
5
ク

ロ
ー
ナ
。
い
ず
れ
も
ム
ー
ラ
出
発
と
な
っ
て
い
る
。

期
間
限
定
ツ
ア
ー
に
は
、
通
常
2
月
に
開
催
さ
れ

る
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
の
マ
ル
ク
ナ
ー
ド
を
訪
問
す
る
も
の

と
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
蒸
気
機
関
車
で
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
か
ら
イ
ェ
レ
ヴ
ァ
レ
を
目
指
す
ツ
ア
ー
の
2
つ
が

あ
る
。
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
は
エ
ス
テ
ル

ス
ン
ド
起
点
で
、
サ
ー
ミ
民
族
文
化
な
ら
で
は
の
市
や

錫
細
工
店
、
ユ
ッ
カ
ス
ヤ
ル
ビ
の
ア
イ
ス
ホ
テ
ル
見
学

が
含
ま
れ
た
食
事
付
き
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
だ
。

蒸
気
機
関
車
の
ツ
ア
ー
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
道

博
物
館
と
の
共
催
企
画
と
な
っ
て
お
り
、
本
来
な
ら
ば

2
0
2
0
年
は
秋
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
8
月
下
旬

に
予
定
さ
れ
て
い
た
。
客
車
は
優
雅
な
フ
ァ
ー
ス
ト
ク

ラ
ス
の
イ
ン
テ
リ
ア
が
施
さ
れ
、
食
堂
車
で
は
白
い
ク

ロ
ス
に
陶
器
の
食
器
で
食
事
が
提
供
さ
れ
る
。
こ
の
ツ

ア
ー
は
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ー
ナ
間
の

運
行
で
、
料
金
は
1
7
7
9
5
ク
ロ
ー
ナ
。
ス
ト
ッ

ク
ホ
ル
ム
か
ら
キ
ル
ナ
ま
で
の
列
車
料
金
、
4
泊
分
の

宿
泊
代
金
（
全
食
事
付
き
）、
さ
ら
に
ソ
ル
セ
レ
の
内

陸
鉄
道
博
物
館
、
北
極
圏
内
の
ア
ビ
ス
コ
国
立
公
園
、

ア
イ
ス
ホ
テ
ル
、
ヨ
ッ
ク
モ
ッ
ク
、
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド

な
ど
で
の
観
光
に
か
か
る
費
用
が
含
ま
れ
て
い
る
。
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列
車
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
は

現
地
情
報
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

列
車
の
中
で
は
乗
務
員
が
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と

し
て
、
景
観
や
経
由
地
を
説
明
し
て
く
れ
る
。
観
光
鉄

道
だ
か
ら
こ
そ
の
サ
ー
ビ
ス
だ
。
長
い
行
程
だ
が
日
本

の
列
車
の
よ
う
な
車
内
販
売
は
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、

車
内
か
ら
予
約
を
入
れ
て
、
朝
昼
晩
の
食
事
の
時
間
と

コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
に
少
し
長
め
に
停
車
す
る
駅
で
、
軽

食
や
飲
み
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
る
そ
う
。
駅
で
食
べ

た
り
、
列
車
に
持
ち
込
ん
で
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
味

わ
う
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
沿
線
の
街
の
見
ど
こ
ろ
を
い
く
つ
か
お
伝

え
し
て
お
こ
う
。
エ
ス
テ
ル
ス
ン
ド
で
は
地
元
の
文

化
を
紹
介
す
る
イ
ェ
ム
ト
ゥ
リ
博
物
館
を
要
チ
ェ
ッ

ク
。
時
間
が
あ
れ
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
5
番
目
に
大

き
い
湖
、
ス
ト
ー
ル
シ
ョ
ー
ン
湖
で
遊
覧
蒸
気
船
ト

メ
ー
ェ
に
乗
っ
て
み
よ
う
。
水
上
か
ら
の
街
の
眺
め

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ら
で
は
の
情
景
だ
。
ま
た
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
方
面
に
1
0
0
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
位
置
す

る
、
標
高
1
4
2
0
メ
ー
ト
ル
の
オ
ー
レ
山
。
そ
の

頂
上
近
く
か
ら
山
麓
ま
で
の
標
高
差
8
7
0
メ
ー
ト

ル
の
ス
ロ
ー
プ
で
は
、
夏
場
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

で
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
、
冬
は
ス
キ
ー
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
に
挑
戦
で
き
る
。

白
夜
の
季
節
（
6
月
〜
8
月
初
旬
）
な
ら
、
北
極
圏

で
は
日
没
時
に
な
っ
て
も
地
平
線
に
沈
ま
な
い
太
陽
を

見
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。
北
の
終
点
駅
イ
ェ
レ
ヴ
ァ

レ
か
ら
行
く
こ
と
の
で
き
る
ド
ゥ
ン
ド
レ
ッ
ト
山
頂
か

ら
の
、世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
「
ラ
ポ
ニ
ア
」

の
眺
め
は
格
別
だ
と
い
う
。
沿
線
の
豊
か
な

自
然
の
中
で
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
、ハ
イ
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
プ
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
釣
り
な
ど
に
も
挑

戦
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ム
ー
ス
や
ト
ナ
カ

イ
な
ど
、
こ
の
地
方
な
ら
で
は
の
動
物
を
目

に
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
ぜ
ひ
お
見
逃
し
な
く
。

（
田
中 

テ
ィ
ナ
）

●	インランズバーナン（内陸鉄道）	
https://res.inlandsbanan.se/en
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1	 小ぢんまりとしたプラット
フォーム　2	パッコヨック川を
渡る、天然の石材を組み合わせ
た美しいアーチ橋　3	座席は日
本サイズより大きめ。笑顔で応
対するコンダクター　4	車内の
自転車置き場は事前に予約を　
5	 優雅な食堂車では気取って
ディナーを　6	蒸気機関車で行
く特別ツアー　7	ヨックモック
のマルクナードでの様子　8	焚
火の香りが漂う中、釣り糸を垂
れる　9	マウンテンバイク利用
時はヘルメット着用で安全に　
10	雪の季節には、家族でノル
ディックスキー		写真：1・3・
4・8・9	©	Håkan	Wike、2	
©	Peter	Rosen、5	©	Mikael_
Dunker、6	©	David	Larsson、
7	©	 Ulrica	 Dahlqvist、10	
©	Robert	Henriksson
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ヨーロッパの防寒対策
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外
が
ど
れ
だ
け
寒
く
と
も
、
冬

の
屋
内
平
均
気
温
を
約
20
度
に
保
つ

の
が
一
般
的
な
ポ
ー
ラ
ン
ド
。
そ
の

た
め
、
家
の
造
り
は
夏
の
気
候
に
合

わ
せ
た
日
本
家
屋
と
は
反
対
に
、
冬

の
寒
さ
を
念
頭
に
置
い
て
建
て
ら
れ

る
。
2
重
窓
の
外
に
よ
ろ
い
戸
を
付

け
た
り
、
家
屋
の
壁
を
厚
く
す
る

の
は
当
然
だ
が
、
こ
の
国
で
は
、
玄

関
の
ド
ア
と
屋
内
へ
続
く
部
屋
の
間

に
、
ド
ア
で
締
め
切
る
こ
と
が
可

能
な
小
空
間
を
設
け
る
の
が
一
般

的
だ
。「
風
止
め
」
や
「
部
屋
の
前
」

と
呼
ば
れ
る
こ
の
空
間
は
、
外
套
や

靴
を
脱
ぎ
着
す
る
場
所
な
の
だ
が
、

お
か
げ
で
玄
関
の
ド
ア
開
閉
時
に
外

気
が
こ
こ
で
一
度
ス
ト
ッ
プ
し
、
直

接
家
の
中
に
流
れ
込
ま
な
い
た
め
、

屋
内
の
温
度
が
急
降
下
す
る
の
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
寒
い
と
き
に
体
の
中
か
ら

温
め
る
の
は
基
本
中
の
基
本
。
そ
の

た
め
に
夏
の
終
わ
り
か
ら
秋
に
か
け

て
準
備
す
る
こ
と
の
一
つ
に
自
宅
食

糧
庫
の
補
充
が
あ
る
。
庭
や
「
ジ
ャ

ウ
カ
」
と
呼
ば
れ
る
菜
園
付
き
セ
カ

ン
ド
ハ
ウ
ス
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物

を
瓶
詰
め
に
し
て
保
存
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
庭
が
な
く
て
も
楽
し

め
る
の
が
キ
ノ
コ
狩
り
だ
。
秋
の
国

民
的
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
く
ら
い
、
多
く
の
人

が
森
で
の
キ
ノ
コ
狩
り
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
マ
リ
ネ
に
し
た
り
、
乾

燥
さ
せ
て
ビ
ゴ
ス
（
酢
キ
ャ
ベ
ツ
を

肉
や
キ
ノ
コ
と
煮
込
ん
だ
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
代
表
料
理
）
に
入
れ
る
な
ど
、

寒
い
冬
に
は
欠
か
せ
な
い
料
理
の
素

材
と
な
る
。   

（
ソ
ル
ネ
ク
流 
由
樹
）

［	ポーランド	］

極寒ポーランドの冬対策

外からも中からも準備万端に

1 グレーのタイル部分の床が「風止め」。奥の部屋へ通じるドアは、出入り
する度にきっちりと閉められる　2 通常の日本家屋の 3 倍近くもある壁の
厚さに改めて驚愕　3 子どもたちが大好きなサクランボ。冬はアルコール
漬けにして大人が楽しむ　4 冬の料理に重宝する乾燥保存されたキノコ　
写真： © Y.N.Sornek
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ヨーロッパの防寒対策

冬
将
軍
の
到
来
で
気
に
な
る
の

が
光
熱
費
だ
。
経
済
的
に
過
ご
す
た

め
、
ヒ
ー
タ
ー
や
電
化
製
品
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
チ
ェ
ッ
ク
し

た
い
が
、
壁
の
厚
さ
や
屋
根
の
断

熱
処
理
な
ど
家
の
構
造
に
つ
い
て

の
情
報
を
得
る
の
は
難
し
か
っ
た
。

し
か
し
2
0
0
2
年
可
決
の
E
U

指
令
「
P
E
B
証
明
の
義
務
付
け
」

に
よ
り
、
そ
れ
が
容
易
に
な
っ
た
。

「
P
E
B
証
明
」
と
は
、
住
宅
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
一
目
で
わ
か

る
、
家
の
身
分
証
明
書
。
住
宅
の
賃

貸
や
購
入
を
考
え
る
な
ら
、
P
E
B

を
調
べ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
確
認
す
べ
き
だ
。
例
え

ば
同
じ
規
模
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
、

P
E
B
の
評
価
が
レ
ベ
ル
A
と
G

と
で
は
消
費
量
が
大
き
く
違
い
、
家

賃
や
購
買
額
に
反
映
さ
れ
る
。

他
に
必
要
な
の
は
、
窓
・
壁
・
床

へ
の
対
策
。
冷
気
の
侵
入
を
阻
止
す

る
た
め
、
サ
ッ
シ
と
窓
枠
の
間
に
隙

間
テ
ー
プ
を
貼
り
、
中
の
暖
気
を
逃

さ
な
い
よ
う
、
雨
戸
や
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
し
っ
か
り
閉
め
る
。
壁
と
家
具
の

間
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
ア
ル
ミ
シ
ー
ト

を
挟
む
の
も
よ
い
。
ま
た
、
湿
度
を

10
％
上
げ
る
だ
け
で
体
感
温
度
が
上

が
る
の
で
、
加
湿
器
な
ど
で
対
処
す

る
こ
と
も
可
能
だ
。
さ
ら
に
セ
ー

タ
ー
を
1
枚
多
く
着
こ
ん
だ
り
、
靴

下
を
は
く
な
ど
厚
着
を
し
て
、
暖
房

の
設
定
温
度
を
１
度
下
げ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
石
炭
や

ガ
ス
は
無
限
で
は
な
く
、
環
境
汚
染

の
原
因
と
な
る
C
O
2
を
発
生
さ
せ

る
の
で
、
消
費
電
力
を
抑
え
て
環
境

に
優
し
く
過
ご
し
た
い
。               

（
宮
崎 

真
紀
）

［ ベルギー ］

消費電力を抑えて環境に優しく温める

家のエネルギー消費量を調べよう

Belgium

1 エネルギー消費量が一目でわ
かる「PEB 証明」　2 厚着をし
てエネルギー消費を抑える　写
真：1 © MakiMiyazaki、2 © 
GoodPlanetBelgium

2 1
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ヨーロッパの防寒対策

「
太
陽
の
国
」
と
称
さ
れ
る
ス
ペ
イ

ン
は
年
中
暖
か
い
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

が
、
北
西
ア
フ
リ
カ
沖
に
位
置
す
る

カ
ナ
リ
ア
諸
島
を
除
け
ば
冬
は
全
国

的
に
寒
い
。
冬
で
も
温
暖
で
過
ご
し

や
す
い
と
い
わ
れ
る
ア
ン
ダ
ル
シ
ア

地
方
で
さ
え
、
最
低
気
温
は
１
桁
台

に
な
る
。

昼
間
は
温
暖
で
も
朝
晩
は
冷
え

込
む
ス
ペ
イ
ン
の
冬
の
寒
さ
対
策
に

は
、「
重
ね
着
」
が
お
勧
め
だ
。
タ

マ
ネ
ギ
の
よ
う
に
服
を
重
ね
着
す
る

「
タ
マ
ネ
ギ
作
戦
」
に
よ
っ
て
、
朝

晩
の
気
温
差
に
対
応
で
き
る
。

ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
や
バ
レ
ン
シ

ア
地
方
と
い
っ
た
暑
い
地
域
ほ
ど
、

建
物
の
中
の
気
温
が
低
い
傾
向
に
あ

る
。
夏
の
気
候
に
合
わ
せ
て
家
が
造

ら
れ
る
の
で
、
建
物
の
熱
を
あ
え
て

逃
が
す
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら

だ
。
そ
の
た
め
隙
間
風
が
入
っ
て
く

る
こ
と
も
多
く
、
冬
に
は
ド
ア
の
下

に
ス
ト
ッ
パ
ー
を
差
し
込
ん
だ
り
、

隙
間
風
防
止
テ
ー
プ
を
窓
に
貼
る
な

ど
の
対
策
が
欠
か
せ
な
い
。
ま
た
、

昼
間
に
窓
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
開
け
て

お
き
日
没
前
に
閉
め
る
こ
と
で
、
日

中
の
温
か
い
空
気
を
室
内
に
と
ど
め

る
と
い
っ
た
工
夫
も
さ
れ
て
い
る
。

美
食
の
国
だ
け
に
、
体
を
温
め

る
食
べ
物
も
楽
し
み
た
い
。
寒
い
日

に
は
ニ
ン
ニ
ク
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
た

「
ソ
パ
・
デ
・
ア
ホ
（
ニ
ン
ニ
ク
ス
ー

プ
）」
や
、
日
本
で
い
う
お
粥
の
よ

う
な
「
ア
ロ
ス
・
カ
ル
ド
ソ
」
を
食

べ
て
体
と
心
を
ぽ
か
ぽ
か
に
し
よ

う
。
冬
の
定
番
チ
ュ
ロ
ス
と
濃
厚
な

ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
も
お
忘
れ
な

く
！

（
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
大
田 
朋
子
）

［ スペイン ］

朝晩の気温差が激しい冬の寒さ対策

重ね着や隙間風防止グッズを活用

Spain1 薪が安い郊外では暖炉を使って光熱費を節約　2 立て付けの悪い家が多いため、スペインの冬には必須の隙間風ストッパー　3 濃厚なホッ
トチョコレートは冬の定番。チュロスと一緒に　写真：© Tomoko Ota

3 2 1
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ヨーロッパの防寒対策

［ フランス ］

パリの冬を楽しく過ごす方法

防寒小物と冬の名物料理で温かく

23

冬
の
フ
ラ
ン
ス
は
日
が
短
く
、
街

は
一
日
中
灰
色
に
沈
ん
で
い
て
、
い

つ
の
間
に
か
日
が
暮
れ
て
い
く
。
パ

リ
で
は
雪
が
降
る
日
は
め
っ
た
に
な

い
が
、
寒
気
の
影
響
で
気
温
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
澄
ん
だ

空
気
に
美
し
い
建
築
物
が
映
え
る
季

節
だ
が
、
石
畳
は
底
冷
え
す
る
の
で

靴
の
チ
ョ
イ
ス
に
は
最
大
の
注
意
を

払
い
た
い
。
内
部
に
温
か
な
毛
の
付

い
た
ス
ノ
ー
ブ
ー
ツ
が
ベ
タ
ー
。
帽

子
や
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
も
必
須
。
他

に
も
極
薄
タ
イ
プ
の
防
寒
下
着
、
厚

手
の
靴
下
、
カ
イ
ロ
、
ダ
ウ
ン
コ
ー

ト
は
重
宝
す
る
。
外
の
寒
さ
に
対
し

て
、
室
内
は
し
っ
か
り
と
暖
房
が
効

い
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
屋
内

外
で
体
温
の
調
節
が
で
き
る
よ
う
、

簡
単
に
脱
ぎ
着
で
き
る
服
を
選
ぶ
と

い
い
。
冬
場
は
小
雨
が
多
い
の
で
、

折
り
畳
み
傘
も
お
忘
れ
な
く
。

さ
て
、
こ
の
国
の
冬
の
名
物
と
い

え
ば
、
ス
パ
イ
ス
の
効
い
た
ホ
ッ
ト

ワ
イ
ン
と
、
ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

だ
。
指
先
か
ら
体
の
芯
ま
で
温
ま
る
。

熱
々
の
オ
ニ
オ
ン
グ
ラ
タ
ン
ス
ー

プ
、
サ
ヴ
ォ
ア
地
方
の
名
物
チ
ー
ズ

フ
ォ
ン
デ
ュ
や
ラ
ク
レ
ッ
ト
と
い
っ

た
、
体
が
温
ま
る
郷
土
料
理
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
寒
く
な
る
と
本
格
的
な
ジ

ビ
エ
料
理
の
季
節
が
到
来
。
狩
猟
が

解
禁
と
な
る
9
月
下
旬
か
ら
2
月
ま

で
の
期
間
限
定
で
、
キ
ジ
、
野
ガ
モ
、

雌
ジ
カ
、
野
ウ
サ
ギ
な
ど
の
料
理
が

レ
ス
ト
ラ
ン
の
テ
ー
ブ
ル
を
に
ぎ
わ

す
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。
赤
ワ
イ
ン

と
相
性
抜
群
の
ジ
ビ
エ
料
理
は
極
寒

の
時
に
こ
そ
味
わ
い
た
い
。
お
い
し

く
食
べ
て
寒
さ
を
乗
り
越
え
よ
う
。　

                 

（
魚
住 
桜
子
）

 France1 ホットワインで体を内側から温める　2 溶かしたチーズを使った郷土料理、
ラクレットは冬にぴったり　3 冬が本番のジビエ料理、野ウサギのロワイヤル
風　4 手袋などの防寒小物は必須　写真：3 © Sakurako Uozumi

4

3

2 1
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255-707-491

　「心で運ぶハートライナー」 へのお申し込み・お問い合わせは、 下記の支店・営業所まで電話かEmail でお気軽に。 
申込用メールアドレス HEARTLINER@neeur.com　ウェブアドレス www.nipponexpress.com/moving/de

ヨーロッパの防寒対策

ド
イ
ツ
の
冬
は
日
照
時
間
が
短
く

寒
く
て
暗
い
。
灰
色
の
空
が
続
く
と

気
分
も
沈
み
が
ち
だ
が
、
そ
ん
な
冬

を
乗
り
切
る
防
寒
対
策
を
ご
紹
介
。

外
出
時
に
は
肌
着
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、

そ
の
上
に
温
か
い
素
材
の
セ
ー
タ
ー

と
、
何
枚
も
重
ね
着
す
る
。
下
半
身

は
タ
イ
ツ
や
レ
ギ
ン
ス
の
上
に
厚
手

の
ソ
ッ
ク
ス
を
穿
い
て
外
気
か
ら
守

る
。
さ
ら
に
長
め
の
フ
ー
ド
付
き
ダ

ウ
ン
コ
ー
ト
や
防
寒
ブ
ー
ツ
、
最
後

に
ニ
ッ
ト
帽
、
手
袋
、
マ
フ
ラ
ー
を

着
用
し
た
ら
身
支
度
完
了
だ
。

帰
宅
後
は
、
ま
ず
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

で
一
息
入
れ
る
。
最
近
人
気
な
の
は
、

ジ
ン
ジ
ャ
ー
テ
ィ
ー
。
生
の
シ
ョ
ウ

ガ
を
ス
ラ
イ
ス
も
し
く
は
す
り
お
ろ

し
た
後
、
熱
湯
を
注
い
で
ハ
チ
ミ
ツ

や
レ
モ
ン
汁
を
加
え
れ
ば
、
飲
ん

だ
瞬
間
じ
わ
じ
わ
と
体
の
芯
か
ら

温
ま
る
。
ホ
ッ
ト
ワ
イ
ン
や
ホ
ッ
ト

ジ
ュ
ー
ス
は
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン

だ
け
で
な
く
、
家
庭
で
気
軽
に
作
ら

れ
る
常
備
飲
料
だ
。
ま
た
、
冬
の
食

卓
に
よ
く
お
目
見
え
す
る
の
は
熱
々

の
ス
ー
プ
。
特
に
チ
キ
ン
ス
ー
プ
は

風
邪
の
予
防
と
治
癒
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
、
頻
繁
に
食
さ
れ
る
。

室
内
の
温
度
は
日
中
は
20
度
以

上
で
快
適
だ
が
、
就
寝
時
に
は
省
エ

ネ
も
兼
ね
て
温
度
を
数
度
下
げ
る
の

で
、
就
眠
中
に
の
ど
が
乾
燥
す
る
こ

と
も
な
く
一
石
二
鳥
だ
。
冷
え
性
の

女
性
に
は
湯
た
ん
ぽ
が
人
気
だ
が
、

や
は
り
お
風
呂
が
一
番
。
ド
イ
ツ
な

ら
で
は
の
ハ
ー
ブ
入
浴
剤
は
肌
に
も

い
い
し
、
冷
え
切
っ
た
身
体
を
ほ
ぐ

し
て
く
れ
る
の
で
、
至
福
の
時
間
を

満
喫
で
き
る
に
違
い
な
い
。

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 

典
子
）

［ ドイツ ］

ハーブを使って風邪対策も

飲み物やお風呂で体を内側から温める

Germany
1 帽子、手袋、マフラーは冬の必需品　2 冬の食卓の定番、チキンスープは
この時期ならではのごちそう　3 日本人にはやっぱりお風呂が一番！憩いの
時間　4 自宅でいただくホットワインは格別　写真：1 © Rainer Sturm / 
pixelio.de、2 © Maren Beßler / pixelio.de、3 © Petra Bork / pixelio.de、
4 © Bernd Kasper / pixelio.de

4 3

2

1



H e a r t l i n e r  C l u b  •  12

ヨーロッパの防寒対策

イ
タ
リ
ア
で
最
も
一
般
的
な
暖

房
器
具
は
温
水
循
環
型
の
テ
ル
モ
シ

フ
ォ
ー
ネ
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
6
時

頃
か
ら
22
時
頃
ま
で
全
館
空
調
を
行

う
建
物
が
多
く
、
そ
の
使
用
可
能
期

間
は
、
寒
さ
次
第
で
変
わ
る
場
合
が

あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
10
月
15

日
～
3
月
15
日
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
仕
組
み
だ
と

家
中
が
暖
か
く
な
る
の
は
よ
い
が
、

個
人
が
自
由
に
調
節
で
き
な
い
の
が

難
点
だ
。
そ
こ
で
、
暖
房
が
切
ら
れ

た
後
な
ど
は
、
簡
易
型
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
や
オ
イ
ル
ヒ
ー
タ
ー
を
使
う
。

だ
が
、
イ
タ
リ
ア
は
電
気
代
が

高
い
。
そ
も
そ
も
、
古
い
建
物
が
多

く
使
用
可
能
な
電
力
量
も
少
な
い
の

で
、
暖
房
用
の
電
化
製
品
も
決
し
て

充
実
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
故

に
昔
懐
か
し
い
湯
た
ん
ぽ
を
使
っ
た

り
、
地
方
で
は
暖
炉
を
使
用
す
る
家

も
多
い
。

市
電
や
バ
ス
、
駅
の
ホ
ー
ム
な
ど

に
は
暖
房
の
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
人
々
は
外
出
時
に
は
重
ね
着
し

た
上
に
重
い
コ
ー
ト
を
着
込
み
、
マ

フ
ラ
ー
、
帽
子
、
手
袋
な
ど
も
マ
ス

ト
。
特
に
帽
子
は
必
ず
被
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
温
か
い
も

の
を
飲
ん
だ
り
、
積
極
的
に
煮
込
み

料
理
や
オ
ー
ブ
ン
料
理
な
ど
を
食
べ

て
体
の
中
か
ら
温
め
よ
う
と
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
専
門
家
も
多
い
。

イ
タ
リ
ア
は
暖
か
い
国
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
多
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
実
は
ミ
ラ
ノ
を
含
む
北
イ

タ
リ
ア
の
冬
の
寒
さ
は
か
な
り
厳
し

い
。
そ
ん
な
中
、
人
々
は
昔
か
ら
変

わ
ら
な
い
オ
ー
ル
ド
ス
タ
イ
ル
で
防

寒
し
て
い
る
。         

（
田
中 

美
貴
）

1 ニット帽はマスト。ダウンジャケットも冬の定番だ　2 数種類の肉やソー
セージをキャベツと煮込んだ冬のミラノ料理「カッスォーラ」　3 トウモロコ
シの粉で作られた冬の代表的料理「ポレンタ」　4 テルモシフォーネと呼ばれ
る温水循環型の暖房器具　写真： © 田中美貴

Italy

［ イタリア ］

湯たんぽ、暖炉、煮込み料理…

昔懐かしい寒さ対策が今でも

4 3
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Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

イタリア日本通運
TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
HP: www.nipponexpress.com/moving/it
E-mail: removals.italy@neeur.com

イタリア日通引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

日通の引越しは

日本だけでは

ありません！



標高 2,000 メートル級のグレドス山脈は、スペインの

カスティーリャ・イ・レオン、マドリッド、カスティーリャ・

ラ・マンチャの 3 州が交わる地点、マドリッドの西、ト

レドの北に位置します。ブドウ畑は渓谷や斜面の標高お

よそ 600 〜1,200 メートル地点の花崗岩質土壌にあり、

樹齢も高いものが多く、主な栽培品種は黒ブドウの土着

品種ガルナッチャ。今、この周辺は世界が注目するワイン

産地の一つとなっています。

「南のピノ・ノワール」とも呼ばれるガルナッチャは宝石

のガーネットがその名の由来で、原産地のアラゴン州を含

め世界で栽培面積も大きく国内でも 4 位を誇る。樹勢が

強く高温と乾燥にも強い。肉厚な果実味で、温かさを感

じる赤ワインを多く造ります。

グレドス山脈周辺では、より洗練され、ブルゴーニュ

産のように優美なスタイルになりますが、ガルナッチャを

ピノ・ノワールのように育て上げるのには、技術、知識、

経験が必要です。

今回ご紹介するワイナリーは、カスティーリャ・ラ・マ

ンチャ州のメントリダ村から約 30 キロの、エル・レアル・

デ・サン・ビセンテ村にある、ダニエル・ゴメス・ヒメネス・

ランディ。ダニエル氏は、一族が経営するボデガス・ヒメ

ネス・ランディを 2004 年に継いで発展させ、スペインで

最も注目される若手醸造家の一人となりましたが、2012

年にそこから畑を分割し、独立。彼の惚れ込むこの土地は、

湿潤な気候の山脈内でも特に降水量が多い。有機栽培と

ビオディナミ農法を用い、標高 750 〜1,000 メートルの

合計 7 ヘクタールになる複数の区画からの、樹齢 60 〜

70 年のブドウ樹より採れるガルナッチャでこのワインを

造っています。湿度と標高の高さが洗練された酸を生み、

ワイン造りは、極限まで優しくブドウに接するため丁寧な

手作業で行われます。

2017 年もの（21€）は、透き通るような淡い赤。気持

ちを震わせる酸味に、繊細で芳しいクランベリーやバラ

の風味、湿った石のミネラル感、甘草のスパイス。凝縮感

とアルコール感、パワーもあるのに押し付けがましくない。

口に含んだ瞬間、すべての要素が一気に爆発し、ゆっくり

と散り散りになっていくように余韻が果てしなく続く。 少

なくとも、あと 4 〜 5 年は置いてみたいものです。

こちらからはつかめないのにしっかりとつかんでくれ、

そしてそのままどこかへ連れていってくれるようなワイン

です。                  　　　　　               （鈴木 かづみ）

【生産地】
カスティーリャ・ラ・マンチャ
州・メントリダ村

【ブドウの品種】
ガルナッチャ 100％

【ワインひとくちメモ】
ガルナッチャは、フランスでは
グルナッシュと呼ばれ、シャ
トーヌフ・デュ・パプやラング
ドック・ルーションなどで、ま
たイタリアのサルディーニャ島
ではカンノナウと呼ばれ、それ
ぞれワイン造りに使われていま
す。アメリカやオーストラリア、
南アフリカなどの温暖な土地で
も栽培されており、ブレンドさ
れることも多い。

Las Uvas de la Ira, D.O. Méntrida, 
Daniel Gómez Jiménez Landi 
ラス・ウバス・デ・ラ・イラ、ダニエル・ゴメス・ヒメネス・ランディ
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Nippon Express Portugal, S.A

リスボン支店   TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店   TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせはスペイン日通バルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130



なるほど！
ヘルシーライフ
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ハーブと香りの成分 
日本には、ミツバやシソなど、日本食に欠かせない、特有の香り

や風味を与える植物が育ちます。同様にヨーロッパでも、地域特有

の芳香を有する植物が生息します。これらは「西洋ハーブ」と呼ばれ、

日本人になじみのあるものでは、バジルやカモミールなどが該当し

ます。この香りの成分は、アロマセラピーで使われる、エッセンシャ

ル・オイルの部分です。ハーブ類には抗酸化物質が圧縮されており、

その値は旬の時期に最も高くなります。そのため、シーズン中の植

物なら効率よく抗酸化物質が摂取できそうです。

リサーチの領域で人気？
西洋ハーブ関連では、特にローズマリーとラベンダーが研究者た

ちの人気を集めているようです。ローズマリーは、そのパワフルな

抗酸化作用を中心に、アルツハイマー病を含む、記憶や脳機能の改

善に関する調査から、食品保存料としての用途に至るまで、広範囲

に渡って研究されています。一方ラ

ベンダーは、刺激的なローズマリー

と相反して、その鎮静効果が研究さ

れています。特有の香りでリラック

スを促すことはもちろん、ラベンダー

のエキスをサプリメントにした商品

も存在し、ラベンダーの経口摂取でストレス低下を促すことも確認

されています。健康食料品店などで、ラベンダーをブレンドしたス

トレス対策用、または就寝時向けのハーブティー各種が購入できる

ので、ご興味のある方はぜひ探してみてください。

日常のお料理やティータイムに
普段のお料理にハーブ類を加えると、風味が増すだけでなく、ハー

ブの成分による健康促進効果が加わります。庭がない場合には、異

なるハーブの鉢をいくつか購入して、キッチンの窓際に置くと、

ちょっとした緑のスペースにもなります。フレッシュな香りが楽し

め、必要な分だけ使えて便利。鶏肉にはタラゴン、魚料理にはディル、

ロースト野菜にはローズマリーやオレガノなど数種混合で、と異な

るタイプのハーブを使い分ければ、幅広く抗酸化物質が摂取できて

効果的です。パセリは大抵の食材と合うので、常備したいフレッシュ

ハーブの一つ。バジルやミントなどは、シンプルな野菜サラダに刻

んで混ぜるとアクセントになり、それぞれ特有の芳香が楽しめます。

また、抗菌作用の強いタイムなどは、風邪で喉の調子が悪いときの

うがい水に入れたり、シロップにして喉の粘膜をカバーすると効果

的です。各種のハーブティーなどからも抗酸化物質などが摂取でき

るので、これらを積極的に取り入れることも、酸化を防ぐ老化防止

の健康法として有効です。

西洋ハーブと健康
ハーブ類には、ファイトケミカルと呼ばれる植物性抗酸化物質が凝縮されています。

抗酸化物質は、酸化による細胞の老化を防ぐ優れものなので、使わない手はありません。
気軽に使える身近なものとして、積極的に取り入れてみてはいかがでしょうか。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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＜開講コース＞

JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

小１～小６ 【標準コース】 国語・算数
小４～小５ 【受験コース】 国語・算数・理科・社会・英語（小５）
小６ 【受験基礎コース】 国語・算数　【受験コース】英語
中１～中３ 【受験コース】 国語・数学・英語
 【高校部コース】 数Ⅰ～数Ⅲ・小論文・英文翻訳
 【英語個別指導コース】 インター校の英語ほか教科指導

体験授業を無料で２回まで受けていただけます。
ご希望の方は、以下までご連絡ください。

※各クラスとも定員になり次第締め切らせていただきます。

online@joba-london.co.uk

体験生募集中！体験生募集中！

後期オンライン授業開講中！
ご自宅から双方向型クラス授業の受講が可能。
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ヨーロッパでの暮らしの中で不思議に思いつつ、
人に聞けなかった“素朴な疑問”に答えていくシリーズ( )

15

カフェラテやエスプレッソなどコーヒー愛好家は多いですが、ほっ

と一息つきたいときの紅茶もまた格別の味わいがあります。調査によ

ると、紅茶の国として知られるイギリスでは 1 日におよそ１億杯の紅

茶が飲まれており、イギリス人の 84% が毎日紅茶を飲んでいるそう

です。今回は紅茶に焦点を当てて、その歴史を取り上げてみましょう。

紅茶、緑茶、ウーロン茶が同じ木から作られているというのはご存

知でしょうか。これらの茶は中国原産のツバキ科のチャノキ（学名・

カメリアシネンシス）から作られ、生葉を乾燥・発酵させて作る際の

発酵の度合いによって種類が異なります。緑茶は不発酵、ウーロン茶

は半発酵、そして紅茶は完全発酵させたものになります。

歴史の中で最初に茶が登場するのは、紀元前 2737 年の中国。当時

の皇帝、神農が飲んでいたお湯に、風に吹かれた茶の葉が落ちたとい

う言い伝えがあります。

初めてヨーロッパに茶が上陸したのは 1600 年代のこと。オランダ

の東インド会社の船が中国や長崎の平戸からの茶を持ち帰りました。

1662 年、ポルトガル王女のキャサリン・オブ・ブラガンザがイギ

リスのチャールズ 2 世と結婚する際、中国産の茶とブラジル産の砂糖

を持参したことで、イギリスの宮廷に茶を飲む習慣がもたらされまし

た。当時、茶は非常に高価で、限られた人々だけが入手できるもので

した。イギリスでは、やがて緑茶より渋みの強い紅茶が輸入され、砂

糖やミルクを入れる習慣も定着していきます。19 世紀には、イギリ

スの上流社会で、第 7 代ベッドフォード公爵夫人アンナ・マリア・ラッ

セルにより、アフタヌーンティーの習慣も始まりました。日本の紅茶

飲料「午後の紅茶」のパッケージに描かれている肖像がアンナです。

18 〜 19 世紀にはイギリスの東インド会社が中国から茶を独占輸

入するようになり、高い関税がかけられた紅茶は、ボストン茶会事件、

アヘン戦争など、世界史の重要な事件の原因にもなりました。

その後、紅茶の取引が自由になると世界中に広がり、今では人々の

生活の一部になっています。世界の主要紅茶生産国はインド、スリラ

ンカ、ケニア、インドネシアの 4 カ国。紅茶にはリラックス効果があ

るほか、抗ウイルス作用やダイエット効果など、多くの効能があるこ

とがわかっています。                                             （名取 由恵）

紅茶の歴史

イギリスで学ぶ
様々な文化交流活動を通して歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践

充実した異文化交流プログラム

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者は各学期ケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

地元 Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学研修、
UCLロンドン大学研修、Cambridge大学Science Workshop、
年3回のHome stay、現地校短期留学など。

生徒一人一台のラップトップ・校内 ICT化
email: eikoku@rikkyo.uk

〈新型コロナウィルス関連〉
9月に世界各地から生徒帰寮、学校が再開しました。
リスクアセスメントを徹底精査し、生徒の安全を最優先にした
学校運営を行っています。

〈入試情報〉 ※詳細はHPの入試要項参照。
中学部・高等部入学試験
A日程：12月13日実施 出願期間 11月9日～27日
B日程：1月24日実施 出願期間 1月6日～15日

オンライン学校説明会実施中（詳細はホームページをご覧ください。）



忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください忙しいご帰国前こそ、日通にお任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。日通は、梱包からお引越先
でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も日本での引越も
日通グループがお世話致します日通グループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本の日通グループの引越専任スタッ
フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店フが責任を持って配達いたします。東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店
から日本全土にお届けします。から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど作
業を指揮いたします。業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任せ
ください。ください。

きめ細かなサービスが自慢ですきめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に先
立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から立ち日通がご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物と海外から
送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。


